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問1 直列に接続された回路において、すべての場所で大きさが一定となる物理量を何という？

1.  電気抵抗 2.  電圧 3.  電流 4.  電力

問2 導体に流れる電流の強さが、両端に加わる何という量に比例するという関係をオームの法則という？

1.  電流 2.  電気抵抗 3.  電圧 4.  電力

問3 複数の電気抵抗器を数珠つなぎにすることを何という？

1.  短絡 2.  直列接続 3.  回路 4.  並列接続

問4 方位磁針を磁界の中に置いたとき、その磁界の向きを指し示す端の部分を何という？

1.  N極 2.  S極 3.  北極 4.  南極

問5 電流によって発生する熱エネルギーのことを何という？

1.  熱量 2.  エネルギー 3.  仕事量 4.  電力量

問6 電流が磁界から受ける力を利用して、電気エネルギーを回転運動に変える装置を何という？

1.  モーター 2.  変圧器 3.  発電機 4.  電磁石

問7 磁界の広がりや強さを視覚的に捉えるために、磁石の周りにまく粉状のものを何という？

1.  砂鉄 2.  鉄粉 3.  銅粉 4.  アルミ粉

問8 マイナスの電気を帯びた粒子が電界の中を通過する際、引き寄せられる側の極を何という？

1.  カソード 2.  プラス極 3.  アノード 4.  マイナス極

問9 金属などの導体において、電流が流れる際に移動することで電気を伝える役割を果たす粒子を何という？

1.  自由電子 2.  価電子 3.  陽子 4.  原子核

問10 電流計で測定を行う際、計器の故障を防ぐために最初に接続すべき端子はどれか？

1.  ＋端子 2.  共通端子 3.  接地端子 4.  －端子

問11 直列接続された回路で、各部品にかかる値の合計が電源の供給値と等しくなるものは何という？

1.  電流 2.  電圧 3.  電力 4.  電気抵抗

問12 消費電力に使用時間を掛け合わせて算出される、電流が行った仕事の総量を表す用語を何という？

1.  電圧 2.  電力量 3.  電流 4.  電力

問13 回路の電流の大きさを測る計器を、測定対象に対してどのように接続するのが適切か？

1.  並列 2.  独立 3.  交互 4.  直列

問14 電流計を使って回路の電流を測定する際、回路の電源側の極と正しく接続しなければならない端子を何という？

1.  プラス端子 2.  マイナス端子 3.  出力端子 4.  入力端子

問15 電流が真っ直ぐに流れているとき、その周囲にはどのような形の磁界が発生するか？

1.  放射状 2.  曲線状 3.  同心円状 4.  直線状

問16 導線の中を移動する微小な粒子で、実際の動きが電流の流れる向きとは逆であるものを何という？

1.  中性子 2.  陽子 3.  原子核 4.  電子
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答え合わせ・解説

問1 答え 3
電流

直列回路とは、回路の構成部品が一本の線でつなぎ合わされた状態のことです。この接続では、回路全体に
流れる「電流」の値が、どの場所を測定しても一定になります。

問2 答え 3
電圧

回路において電流を流そうとする力のことを「電圧」といいます。オームの法則では、一定の抵抗を持つ物
体では、流れる電流の強さは加わった電圧に比例することが示されています。つまり、電圧を2倍にすれば
電流も2倍流れるという関係です。

問3 答え 2
直列接続

複数の抵抗器を端から端へと一列につなぐことを「直列接続」といいます。この方法でつなぐと、電流はそ
れぞれの抵抗器を順番に通らなければならないため、回路全体の電気抵抗は個々の抵抗値の合計になり、全
体の抵抗が大きくなります。

問4 答え 1
N極

方位磁針の針にはN極とS極があり、磁界の中ではN極が磁界の向きを指すように回転します。この性質を利
用することで、目に見えない磁界の形や向きを調べることができます。

問5 答え 1
熱量

電流が抵抗を通過する際、エネルギーの一部が熱に変換されます。このエネルギーの大きさを熱量と呼びま
す。電力量と同じく、ジュール（J）という単位で表されることが一般的ですが、電力量と共通の単位を用
いることも可能です。

問6 答え 1
モーター

モーターは、磁界の中に置かれたコイルに電流を流すことで力を発生させ、その力でコイルを回転させる装
置です。フレミングの左手の法則に基づき、流す電流の向きや強さを変えることで、回転の方向や速さを細
かく制御することが可能です。

問7 答え 2
鉄粉

磁石の周囲に鉄粉をまくと、鉄粉の一つひとつが小さな磁石として振る舞い、磁界の向きに沿って並びま
す。これにより、磁界の強さや向きがどのように広がっているかを線として確認できます。

問8 答え 2
プラス極

マイナスの電気を帯びた粒子が電界を通ると、逆の符号を持つ「プラス極」側に引き寄せられます。この特
性を利用して、粒子の進路を曲げたり制御したりすることが可能です。

問9 答え 1
自由電子

金属原子の結びつきの中で、特定の原子に固定されず、内部を自由に移動できる電子を自由電子と呼びま
す。電圧がかかると、これらの粒子が一斉に一定の方向へ動くため、電気が流れます。

問10 答え 1
＋端子

電流計には複数の測定範囲を持つ端子が備わっています。最初は最も大きな値を測れる端子に接続し、測定
値が小さいことを確認してから、必要に応じて小さな値の端子へ付け替えるのが基本の手順です。

問11 答え 2
電圧

直列回路において、それぞれの抵抗器などにかかる「電圧」をすべて足し合わせると、電源から供給されて
いる全体の電圧と等しくなります。これは直列接続における重要な性質です。

問12 答え 2
電力量

電力量は、消費電力（W）に時間（秒）を掛け合わせた値で、電流がどの程度のエネルギーを消費したかと
いう仕事の総量を表します。エネルギーの基本単位であるジュール（J）が単位として使われます。

問13 答え 4
直列

電流計は、回路を流れる電流の量を正確に測るため、対象となる回路の中に割り込ませる形で直列に接続し
ます。もし並列に接続すると、電流計に過大な電流が流れ込み、計器の破損を招く恐れがあるため注意が必
要です。

問14 答え 1
プラス端子

電流計には「プラス端子」と複数のマイナス端子（50mA、500mA、5Aなど）があります。測定を開始す
る際は、まず回路のプラス極側と電流計のプラス端子を確実につなぐ必要があります。

問15 答え 3
同心円状

導線に電流を流すと、その導線を軸として垂直な平面上に円を描くように磁力線が発生します。電流の強さ
を大きくすれば、より強い磁界となり、円の形も維持されます。この磁界の向きは、右ねじの法則を用いて
判断することができます。

問16 答え 4
電子

導線内を実際に移動しているのは、マイナスの電気を帯びた「電子」という粒子です。この電子はマイナス
極からプラス極へ向かって移動するため、電流の向きとは常に逆向きになります。


